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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

４
月
25
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

会
費　

無
料　
　

定
員　

50
人

講
師　

 

中
村
正
男
氏
（
明
る
い
民
主
大
阪
府
政
を
つ
く
る
会

事
務
局
次
長
）

都
構
想
っ
て
何
？　

く
ら
し
は
ど
う
な
る
？

―
大
阪
市
を
な
く
し
て
区
に
再
編
す
る
住
民
投
票

日
時　

５
月
９
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
９
時

講
師　

 

足
立
了
平
氏
（
神
戸
常
盤
大
学
短
期
学
部
口
腔
保
健

学
科
教
授
）

内
容　

 

①
偶
発
症
に
対
す
る
緊
急
時
の
対
応
②
医
療
事
故
③

感
染
症
対
策
等
の
医
療
安
全
対
策

会
場　

 

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

定
員　

１
０
０
人
（
要
事
前
申
し
込
み
）

会
費　

千
円

※
修
了
証
を
発
行
し
ま
す
（
途
中
入
退
場
者
に
は
発
行
で
き

ま
せ
ん
）

※
参
加
は
大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会
会
員
本
人
に
限
る

歯
科
外
来
診
療
環
境
体
制
加
算
の
施
設
基
準
に
係
る

研
修
会 日

時　

 

４
月
18
日
（
土
）
午
後
５
時
〜
８
時
（
４
時
半
か
ら

受
付
）

会
場　

 

ク
レ
オ
大
阪
中
央　

ク
ラ
フ
ト
調
理
室
（
地
下
鉄
谷

町
線
「
四
天
王
寺
前
夕
陽
丘
」
駅
徒
歩
３
分
）

定
員　

20
人
（
要
申
込　

申
込
締
切
り
４
月
10
日
ま
で
）

講
師　

富
永
千
嘉
さ
ん

献
立　

 

ア
ジ
ご
飯
、
ア
ジ
の
南
蛮
漬
け
、
新
た
ま
ね
ぎ
と
え

ん
ど
う
豆
の
玉
子
と
じ
、
赤
だ
し

参
加
費　

２
千
円
（
材
料
代
・
缶
ビ
ー
ル
１
本
付
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
筆
記
用
具

※
今
回
は
魚
の
３
枚
お
ろ
し
に
挑
戦
し
ま
す

男
の
料
理
教
室

「
大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会
」
と
し
て
大
阪
マ
ラ
ソ
ン
（
10

月
25
日
）
に
グ
ル
ー
プ
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
す
。
出
場
の
可
否

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

参
加
費　

１
５
０
０
０
円
（
当
選
し
た
際
に
必
要
）

締
切　

４
月
25
日

※
詳
細
は
申
込
者
に
改
め
て
ご
案
内
し
ま
す

大
阪
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
５
（
グ
ル
ー
プ
エ
ン
ト
リ
ー
）

日
時　

 

４
月
19
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
１
時
（
通
常
の

開
始
時
刻
と
異
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

谷
口
威
夫
氏
（
長
野
県
長
野
市
開
業
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

４
月
度
生
涯
研
修

歯
周
基
本
治
療
の
可
能
性
と
限
界

西
区
②

大阪の大阪の
戦跡

大阪の
戦跡

㉕機関紙協会大阪機関紙協会大阪
坂手崇保坂手崇保

　

靭
（
う
つ
ぼ
）
公
園
は
飛

行
場
だ
っ
た
こ
と
を
知
る
人

は
少
な
い
。
あ
ち
こ
ち
探
し

回
っ
て
、
な
に
わ
筋
に
面
し

た
東
側
の
公
園
の
ト
イ
レ
横

に
「
こ
の
公
園
の
整
地
は
飛

行
場
あ
と
を
昭
和
27
年
度
か

ら
昭
和
30
年
度
の
失
業
対
策

に
よ
り
行
わ
れ
た
も
の
で
あ

る　

大
阪
市
」
と
い
う
一
文

が
書
い
て
あ
る
小
さ
な
碑
を

見
つ
け
た
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
街
の
オ
ア
シ
ス

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
公

園
は
、「
な
に
わ
筋
」
で
東

西
に
分
断
さ
れ
て
い
る
が
、

や
け
に
細
長
い
長
方
形
で
、

な
る
ほ
ど
元
滑
走
路
と
い
わ

れ
て
も
納
得
で
き
る
。

　

こ
の
あ
た
り
一
帯
は
１
９

４
５
年（
昭
和
20
年
）３
月
13

日
深
夜
か
ら
14
日
の
第
一
次

大
阪
大
空
襲
で
焼
け
野
原
と

な
っ
た
。
戦
前
は
ま
だ
「
な

に
わ
筋
」
が
建
設
さ
れ
て
お

ら
ず
、
現
在
の
靱
公
園
の
東

園
と
西
園
は
一
つ
だ
っ
た
。

　

戦
後
、
占
領
軍
は
戦
前
か

ら
の
南
北
幹
線
道
路
で
あ
る

四
つ
橋
筋
―
あ
み
だ
池
筋
間

に
お
い
て
、
京
町
堀
川
（
55

年
埋
立
）
と
海
部
堀
川
に
挟

ま
れ
た
区
域
、
約
３
万
坪
を

接
収
し
、
占
領
軍
の
常
用
飛

行
場
と
し
て
靱
飛
行
場
を
置

い
た
。
52
年
の
講
和
条
約
発

効
か
ら
２
カ
月
後
に
飛
行
場

敷
地
は
大
阪
市
へ
返
還
さ

れ
、
戦
災
復
興
土
地
区
画
整

理
事
業
に
よ
っ
て
55
年
に
靱

公
園
が
開
園
し
た
。

空
襲
に
消
え
た

江
之
子
島
旧
府
庁

　

初
代
の
大
阪
府
庁
は
今
の

中
央
区
本
町
２
丁
目
付
近
に

あ
っ
た
。
江
戸
幕
府
の
西
町

奉
行
所
を
流
用
し
た
も
の
だ

っ
た
が
、
手
狭
で
１
８
７
４

年
（
明
治
７
年
）
に
西
区
江

之
子
島
に
移
転
し
た
。

　

こ
の
二
代
目
の
旧
府
庁
舎

は
、
造
成
寮
（
現
在
の
財
務

省
造
幣
局
）
の
イ
ギ
リ
ス
人

技
師
が
設
計
し
た
も
の
で
、

中
央
に
円
形
ド
ー
ム
が
そ
び

え
た
白
亜
の
西
洋
館
だ
っ

た
。
現
庁
舎
本
館
一
階
に
模

型
が
展
示
し
て
あ
る
。
大
阪

市
民
は
こ
こ
を
「
江
之
子
島

政
府
」
と
呼
ん
で
い
た
。
待

合
室
を
「
人
民
控
所
」
と
呼

び
、
職
員
が
高
圧
的
な
役
人

風
を
吹
か
せ
て
い
た
か
ら

だ
。世
間
の
俗
称
と
は
い
え
、

地
方
行
政
庁
舎
を
「
政
府
」

と
呼
ぶ
例
は
他
に
は
な
い
。

　

１
９
２
６
年
（
大
正
15

年
）
に
現
在
の
大
阪
城
近
く

の
大
手
前
に
移
転
し
て
か
ら

は
、
大
阪
府
工
業
奨
励
館
な

ど
と
し
て
使
わ
れ
、
45
年
３

月
の
大
空
襲
で
焼
失
し
た
。

　

２
０
１
１
年
の
舎
跡
の
発

掘
調
査
で
、
空
き
地
の
地
下

数
メ
ー
ト
ル
に
、
中
央
棟
と

南
北
両
棟
の
地
下
の
レ
ン
ガ

壁
や
、
花
崗
岩
を
組
み
合
わ

せ
た
中
央
棟
の
円
形
ド
ー
ム

の
基
礎
部
分
（
直
径
約
６

㍍
）、
レ
ン
ガ
積
み
の
暖
炉

な
ど
が
１
０
０
年
以
上
前
の

姿
を
現
し
た
。
歴
史
的
価
値

が
高
い
と
評
価
さ
れ
、
移
築

保
存
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。 
（
つ
づ
く
）

占
領
軍
の
飛
行
場
だ
っ
た
靭
公
園

四
つ
橋
筋

四
つ
橋
筋

靭公園靭公園
江之子島江之子島

御
堂
筋

御
堂
筋

本町通本町通

中央大通中央大通
あ
み
だ
池
筋

あ
み
だ
池
筋

な
に
わ
筋

な
に
わ
筋

新
な
に
わ
筋

新
な
に
わ
筋

上：占領軍の飛行場だった
靭公園　　　　　　　　　
下：江之子島対岸川口二丁
目に「大阪開港の地」碑、
「大阪電信発祥の地」碑など
が並ぶ　　　　　　　　　

　

協
会
は
３
月
14
日
、
第
23

回
理
事
会
を
開
き
、
５
月
16

日
の
通
常
評
議
員
会
、
５
月

24
日
の
定
期
総
会
議
案
と
な

る
「
情
勢
、
２
０
１
３
・
２

０
１
４
年
度
活
動
総
括
、
２

０
１
５
・
２
０
１
６
年
度
活

動
方
針
」
を
討
議
し
、
案
を

ま
と
め
た
。
厳
し
さ
を
増
す

歯
科
医
院
経
営
、
広
が
る
格

差
と
貧
困
に
対
し
て
、
社
会

保
障
制
度
を
拡
充
し
、
歯
科

医
師
と
し
て
質
・
内
容
の
高

い
歯
科
医
療
を
提
供
す
る
こ

と
を
重
視
、
①
医
院
経
営
を

守
り
会
員
に
役
立
つ
活
動
②

歯
科
医
院
に
か
か
り
や
す
い

医
療
体
制
や
環
境
づ
く
り
③

憲
法
の
理
念
に
基
づ
い
た
平

和
・
民
主
主
義
を
守
る
活
動

④
安
心
し
て
暮
ら
し
や
す
い

大
阪
づ
く
り
⑤
参
加
し
や
す

く
強
い
協
会
組
織
づ
く
り
―

―
を
方
針
に
掲
げ
た
。
４
月

の
第
１
回
理
事
会
で
最
終
案

を
ま
と
め
機
関
紙
で
会
員
に

届
け
る
。

　

理
事
会
は
、
２
０
１
４
年

度
決
算
案
と
共
に
評
議
員
会

・
総
会
議
案
の
一
つ
と
な
る

２
０
１
５
年
度
予
算
案
を
取

り
ま
と
め
た
。
併
せ
て
２
０

１
５
年
度
４
・
５
月
暫
定
予

算
を
承
認
し
た
。

　

医
療
運
動
で
は
、
医
療
改

革
関
連
法
案
の
閣
議
決
定
を

受
け
、「
新
た
な
患
者
負
担

増
を
や
め
、
窓
口
負
担
の
大

幅
軽
減
を
求
め
る
請
願
」
署

名
、「
新
た
な
患
者
負
担
増

を
や
め
、『
患
者
申
出
療
養
』

の
撤
回
を
求
め
る
医
師
・
歯

科
医
師
要
請
」
署
名
を
会
内

外
に
広
げ
、
２
月
に
続
き
３

月
の
中
央
要
請
行
動
で
提
出

す
る
。

　

６
月
４
日
に
保
団
連
な
ど

が
主
催
す
る
、「
６
・
４
『
保

険
で
良
い
歯
科
医
療
の
実
現

を
め
ざ
す
』
総
行
動
」
に
呼

応
し
て
、
大
阪
歯
科
か
ら
30

人
規
模
の
参
加
を
目
指
す
こ

と
を
確
認
し
た
。「
歯
と
口

の
健
康
週
間
」
の
初
日
６
月

４
日
に
、
国
会
議
員
、
関
係

団
体
、
マ
ス
コ
ミ
に
歯
科
医

療
改
善
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ

と
が
目
的
。
当
日
は
衆
参
国

会
議
員
、
関
係
省
庁
、
医
療

関
係
団
体
へ
の
要
請
、
国
会

内
集
会
な
ど
を
予
定
し
、
３

０
０
人
以
上
の
規
模
で
の
開

催
を
目
指
し
て
い
る
。

　

４
月
12
日
、
26
日
投
開
票

で
あ
る
統
一
地
方
選
挙
は
、

医
療
・
介
護
総
合
法
に
よ
る

地
域
医
療
ビ
ジ
ョ
ン
の
策

定
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
な
ど
こ
れ
か
ら
の

地
域
の
医
療
・
介
護
の
方
向

性
を
左
右
す
る
。
口
腔
保
健

条
例
な
ど
の
歯
科
保
健
対
策

も
含
め
て
協
会
と
し
て
統
一

地
方
選
挙
に
向
け
た
取
り
組

み
を
強
め
る
。

　

大
阪
市
解
体
の
「
都
」
構

想
を
め
ぐ
り
５
月
17
日
に
住

民
投
票
が
確
実
視
さ
れ
る

中
、
協
会
の
大
阪
市
内
４
地

区
は
合
同
役
員
会
で
対
策
を

検
討
、
問
題
点
を
よ
く
知
る

た
め
に
会
員
に
資
料
を
配
る

こ
と
、
４
月
25
日
に
学
習
会

を
開
く
こ
と
な
ど
を
決
定
し

た
。

第23回
理事会

評
議
員
・
総
会
議
案
を
討
議

早
春
の
あ
ま
ご
釣
り
満
喫

北大阪
地　区

社
会
保
障
拡
充
で
質
の
高
い
歯
科
医
療
提
供
を

　

協
会
・
保
団
連
が
３
月
19

日
に
取
り
組
ん
だ
国
会
行
動

の
要
請
議
員
は
次
の
通
り
。

【
面
談
】

衆
院
〈
共
産
〉
宮
本
岳
志
、

清
水
忠
史

参
院
〈
共
産
〉
山
下
芳
生

【
秘
書
対
応
】

衆
院
〈
自
民
〉
と
か
し
き
な

お
み
、
北
川
知
克
、
左
藤

章
、
原
田
憲
治
、
神
谷
昇
、

竹
本
直
一
、
大
隈
和
英
、
長

尾
敬
、
岡
下
昌
平
、
大
西
宏

幸
、
大
塚
高
司
、
佐
藤
ゆ
か

り
、
谷
川
と
む
、〈
民
主
〉

辻
元
清
美
、
平
野
博
文
、

〈
維
新
〉
井
上
英
孝
、
浦
野

靖
人
、
松
浪
健
太
、
遠
藤

敬
、
馬
場
伸
幸
、
木
下
智

彦
、
谷
畑
孝
、
伊
東
信
久
、

吉
村
洋
文
、
上
西
小
百
合
、

〈
公
明
〉
北
側
一
雄
、
佐
藤

茂
樹
、
國
重
徹
、
浮
島
智

子
、
樋
口
尚
也

参
院
〈
自
民
〉
太
田
房
江
、

北
川
イ
ッ
セ
イ
、
柳
本
卓

司
、〈
公
明
〉
石
川
博
崇
、

杉
久
武
、
山
本
香
苗
、〈
共

産
〉
辰
巳
孝
太
郎

 

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

３
・
19
国
会
行
動

要
請
議
員
一
覧

　北大阪地区は３月15日、「ほのぼのあまご釣
り大会」を兵庫県三田市小柿渓谷で開いた（写
真）。会員家族など17人が参加し、〝渓流の宝
石〟とも呼ばれるあまご釣りを楽しんだ。
　自然の川の一角につくられた管理釣り場に、
イクラをエサに糸を垂らすと竿にあたりが来
る。参加者らは釣れたあまごを土産に持ち帰っ
た。


